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Ⅰ 要項 

生科連公開シンポジウム 2024  

テーマ： 魅力ある生物教育をどう実現するか －高校生物の新しい方向性について－ 

日 時： 2024年 12月 21 日（土） 14：50～18：35 

会 場： 東京大学弥生キャンパス 弥生講堂・一条ホール 

     https://www.a.u-tokyo.ac.jp/yayoi/ 

後 援： 日本学術会議 

形 式： 対面とオンライン配信によるハイブリッド開催 

＜プログラム＞ 

14:20    シンポジウム受付開始 

14:50     開会挨拶 東原和成（生科連代表） 

15:00-15:10 趣旨説明 片山豪（生科連 生物教育・大学入試問題検討委員会委員長） 

15:10-16:50 講演（各 20分×5人） 

これからの生物教育の在り方を考えるために  藤枝秀樹（文部科学省） 

探究過程を取り入れた生物教育の実践事例   佐野寛子（東京都立小石川中等教育学校） 

魅力ある生物教育は生物選択者を増やせるか  田中秀二（京都府教育委員会） 

学習における探究の課題と大学入試      園池公毅（早稲田大学） 

「ヒトの生物学」は生物か保健体育か？－病気とクスリのリテラシー教育と専門教育－ 

                       安西尚彦（千葉大学） 

16:50-17:00  休憩 

17:00-17:20 「つぶやきフォトコンテスト」表彰式 

17:20-18:30  パネルディスカッション 「魅力ある生物教育をどう実現するか」 

 モデレーター 片山豪 

パネリスト   講演者５名 

18:30    閉会挨拶 宮下直（生科連副代表） 

18:40-20:00 意見交換会 東京大学農学部生協食堂（農学部 3号館地下） 

https://www.utcoop.or.jp/shop/hongo/ 

 

 

本シンポジウムの質問について 

講演中の質疑はお受けいたしません。シンポジストに質問したいことに

ついて，Google formによる質問を受け，パネルディスカッションのテーマ

「魅力ある生物教育をどう実現するか」に関するものは，取り上げたいと

思います。講演中も入力可能です。ICT 端末がない場合紙の質問状もお受

けいたします。講演終了後回収させていただきますので，質問のある方は

お書きになった質問状を回収ボックスにお入れください。以下の URL，右

の QRコードから質問してください。 

https://forms.gle/7qxBTCMyHDorbdvA8 

 

事後アンケートについて 

生物科学学会連合生物教育・大学入試問題検討委員会では，皆様のご意

見を元に魅力ある生物教育何か検討し，教育現場に対し貢献したいと考え

ております。アンケートにご協力ください。（本アンケートは，シンポジウ

ムの報告及び次回のシンポジウムの参考に使用させていただきます。ご了

承ください。）以下の URL，右の QR コードからご回答ください。 

https://forms.gle/3utQqKRxPoZKbqJu5 

 

https://www.a.u-tokyo.ac.jp/yayoi/
https://www.utcoop.or.jp/shop/hongo/
https://forms.gle/7qxBTCMyHDorbdvA8
https://forms.gle/3utQqKRxPoZKbqJu5
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Ⅲ 趣旨説明 

魅力ある生物教育をどう実現するか －高校生物の新しい方向性について－  

 生科連 生物教育・大学入試問題検討委員会 委員長 片山 豪 

 

生物学は魅力的であり，生きていく上でも重要な学問です。しかしながら，受験に有利という理

由だけで，他の理科の科目を選ぶ傾向があります。この状況が続くと，生物科学だけでなく，医学や

農学などの分野で活躍する人材を失う恐れがあります。また，人類の生命現象や環境に関するリテ

ラシーは，誰もが身につける必要がある生物学の一部です。そのため，高校生物を中心に魅力的な

生物教育を実現する方法や，新たな方向性を今回議論していきたいと考えています。 
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Ⅳ 講演 

これからの生物教育の在り方を考えるために －なぜ，今，「探究」なのか－ 

 文部科学省 初等中等教育局 視学官 藤枝 秀樹 

１．現行学習指導要領（平成 30年 3月 30日告示）について 

 ● 現行学習指導要領についての中央教育審議会答申(中教審第 197号)(平成 28年 12月 21日) 

  ○ 示された方向性 → 学校の主役（主語）は「児童生徒」 

(1)「何ができるようになるか」， (2)「何を学ぶか」， (3)「どのように学ぶか」 

      → 「教師が教える授業」から「児童生徒が学ぶ授業」への転換 

 ● 教科等の資質・能力を３つの柱で再整理 

(1)「知識及び技能」，(2)「思考力，判断力，表現力等」，(3)「学びに向かう力，人間性等」 

 ● ３つの資質・能力をバランスよく身に付けさせるために，児童生徒が「主体的・対話的で深い

学び」を実現できるような授業改善が求められた。 

 ● 理科及び生物の改訂のポイント 

  ○ 科学的に探究する活動を充実 → 「探究の過程のイメージ」を提示 

（例：自然事象に対する気付き，課題の設定，仮説の設定，検証計画の立案，考察・推論など） 

  ○ 学習指導要領における特徴的な記述（高校理科） → 小項目の末尾表現を変更 

旧課程：「～を理解すること」 

→ 新課程：「～を見いだして理解すること」，「～を関連付けて理解すること」など 

（生徒が「主体的・対話的で深い学び」を実現できるような授業に転換するために） 

○ 「生物基礎」「生物」における重要用語の数の規定 → 暗記科目の脱却を目指した。 

    「生物基礎」及び「生物」においては，用語の意味を単純に数多く理解させることに指導

の重点を置くのではなく，主要な概念を理解させるための指導において重要となる用語を中

心に，その用語に関わる概念を，思考力を発揮しながら理解させるよう指導すること 

・「生物基礎」：200 語程度から 250語程度（中学校で学習した用語も含まれるものとす

る。） 

・「生物」：500語程度から 600語程度（中学校や「生物基礎」で学習した用語も含まれるも

のとする。） 

２．高等学校改革の最近の動向 

 ● 高等学校教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ（周知用概要資料等:令和 6年 3月 29日） 

・生徒を主語にした高等学校教育の実現に向けた取組 

     https://www.mext.go.jp/content/20240410-mxt_00004-000035136_2.pdf 

    → 探究・文理横断・実践的な学びの推進 

    → どの教科・科目においても，生徒が探究的な学びができるようにすることが大事 

３．これからの生物教育を考えるために 

● なぜ，今，「探究」なのか 

＜教育改革の背景（外的トレンド）＞ 

・人口減少，少子高齢化        ・グローバル化 

・多様性（ダイバーシティ）と包摂（インクルージョン）の重視   ・デジタル化

（Society5.0） 

・変化の激しい不確実性の時代（VUCAの時代）    ・人生 100年時代 

→未知の課題に対応するには，指示待ちではなく，自分で考え，自分なりの答えを見いだす 

（探究する）ことが大切 

● 「生物教育で求められているものは何か」，「なぜ，生物を学ぶのか」， 

「魅力ある生物教育とは何か」 

● これからは「解のない時代」，「正解が一つだけではない時代」である。 

→唯一解があるわけではないが，教師一人一人が自分なりの答えや考えを持っていただきたい。 

https://www.mext.go.jp/content/20240410-mxt_00004-000035136_2.pdf
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探究過程を取り入れた生物教育の実践事例 

東京都立小石川中等教育学校 主任教諭 佐野 寛子  

  

中学・高校の生物学の授業にて，新課程に沿った授業の実践を試みている。以下の項目で授業のデ

ザインと実践内容を紹介する。これから探究の過程を取り入れようとされる，また思案されている

方々にとって，一助になれば幸いである。 

 

１． 生徒のリクエストで展開する授業デザイン ～導入は観察・実験から～ 

（1） 観察・実験を導入にする ～生徒のワクワクを奪わないで～ 

（2） 教科書に掲載されている観察・実験を活用する 

（3） (2)の手順を活用した 2巡目の観察・実験 

 

２． 探究の過程を取り入れた授業実践例 

（1） 「生物基礎」「生物」における授業実践例 

（2） 授業と評価の一体化 ～評価の活用～ 

（3） 大学受験対策 

 

３． 生徒による授業運営 

（1） 授業のデザイン 

（2） 解剖生理学及びがん教育を取入れた授業実践例 

（3） 分子生物学分野における授業実践例 

（4） 生徒による考査試験問題・解答・解説・採点基準の作成 

 

 初めに，観察・実験から導入する授業について紹介する。このような授業を実施するようになっ

たのは，生徒が思う楽しく学べる授業を，生徒と相談しながら作り上げてきたからである。生徒が，

授業の一部を提案したり，選択したりして，授業を調整できることを希望していたからである。 

 次に，探究の過程を取り入れた授業では，どのような観察・実験結果になるか教員も予測できな

いことがある。仮説どおりにならなかった意外な結果を生徒が教員に見せて驚かせることや，予測

できなかった結果に対して教員や生徒がともにフラットな立場で考察できることが，生徒の楽しさ

につながっている。「不思議なこと」は，年齢問わず知的好奇心を掻き立てる。そして，教員も初心

に戻り，生徒とともに学習者でいることができる。探究の過程を取り入れた授業で，教科書を「教え

る」のではなく，教科書を「活用する」ことを教員も生徒も実感できることであろう。 

多くの生物教員が抱える不安は，観察・実験や，探究の過程を取り入れることで授業時数が足り

なくなることや，大学受験対策が疎かになると推測している。授業時数については，現任校で実施

している「生物基礎」及び「生物」の年間授業計画と，単元の進め方を紹介する。また，大学受験対

策として，演習問題と組み合わせた授業実践例を紹介する。 

最後に生徒による授業運営と考査試験問題の作成について紹介する。解剖生理学及びがん教育の

分野では，生徒による解説講義を主とし，分子生物学分野では，生徒が仮説と検証計画を提案した

実験授業を，生徒による運営で実施している。考査問題作成では，生徒 1 人につき大問１つの作問

をさせた。生徒の中には，考案した検証計画や実際の実験結果などを参考にしたり，生物学と日常

生活や他教科を関連させたりした者もいた。 

 

探究を取入れた授業デザインや，年間授業計画について，令和 6年度日本

生物教育会全国大会東京大会記念誌に寄稿している。大会記念誌は今後販売

準備が整い次第，東京都生物教育研究会 HP（https://toseiken.jimdofree.com/ ）

にて案内予定である。 

https://toseiken.jimdofree.com/
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魅力ある生物教育は生物選択者を増やせるか 

京都府教育委員会 指導部高校教育課 総括指導主事 田中 秀二  

 

◎もっと多くの高校生に「生物」を学んでほしい 

2019年度の本シンポジウムは「魅力ある生物教育を考える－生物離れ。何が問題なのか－」と題

されていました。しかし，高校生，特に理系学部に進学を目指す生徒が，選択科目で「生物」を選

ばない傾向が強いことは，それ以前から明らかでした。昔，つまり私自身を振り返っても，物理を

選択しています。大学で生物学を専攻するつもりだった私がそうした理由は簡単で，当時，私の母

校では理系生徒は全員が物理と化学だけを学ぶ教育課程を設けていたためです。私はすっかりむく

れ，ぐれてしまいましたが，ほとんどすべての大人が「生物は受験の役に立たないからそれはむし

ろ良かった」などと言うもので，自分もそう思い込むことにしたのを覚えています。青春の蹉跌は

心の古傷となりましたが，鬱憤を晴らすべき機会は，中年になって突然に訪れました。私は母校と

同じ京都府立の高校で，生物教師として教壇に立つことになったのです。高校生が生物を選択でき

ること，そしてその人数を増やすことこそが，私の個人的なミッションとなりました。 

 

◎学習指導要領も大学入試も変わった 

私は京都府に採用されてから 15年間，転勤を命じられることなく同じ高校で生物の授業をする

ことができました。まずは新人として学校を数年観察の後，ミッション達成のため，５つの方法を

考えました。それは，生徒の物理／生物の選択に際してお節介なアドバイスや介入をしないこと，

魅力にあふれた生物の授業をすること，課題探究で生徒が生物学を体験する機会を増やすこと，教

科書をもっと面白くし，大学入試にも変わってもらうことです。 

私が赴任した学校は京都府で最初に設立された中高一貫コースをもつ公立の高校・附属中学校

で，中高一貫一期生の高校入学がちょうど私の採用された平成 19年度でした。生徒らの学習意欲

や知的好奇心はきわめて高く，また，学校の方針として彼らの自主性を重んじていたため，私の母

校とは異なり，最初のミッション「生徒の物理／生物の選択に際してお節介なアドバイスや介入は

しないこと」は，進路指導で（おおむね）実現されました。２つ目の「魅力にあふれた授業につい

て」は，（私の授業なので評価が難しいですが，）附属中学校３年生から２年間かけてじっくり「生

物基礎」の授業を行う中で実現しました。３つ目の「課題探究で生徒が生物学を体験する機会を増

やすこと」は，スーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校であったためなので，おのずと課

題探究の充実が実現できました。４つ目，５つ目の「教科書をもっと面白くし，大学入試にも変わ

ってもらうこと」については，私が本務の傍ら，平成 30年告示の学習指導要領の改訂に専門的作

業協力者として加わり，平成 29年度と 30年度に実施された大学入学共通テストの試行調査の作問

ワーキンググループにも参加し，その余勢を駆って生物基礎と生物の検定教科書の作成にも関わっ

たことで，自分の貢献度はともかく，望んだ方向に変わるのをきちんと見ることもできました。結

局，望んだ５つの方法はほとんど実現してしまい，どんな結果が待っていたとしても，他人の所為

だけに帰することはもう（あまり）できません。 

 

◎そして高校生はどうなったのか 

大学入試センター公表のデータに加えて，上述のように生物選択希望者の背中を押せるいくつか

の幸運な条件を備えた高校で定点観測された，約 10 年間の生物選択者数推移などの結果を提示

し，現状の分析を試み，また将来を参加者の皆さんと考察したいと思います。 
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学習における探究の課題と大学入試 

早稲田大学 教育・総合科学学術院 教授 園池 公毅  

◎大学入学共通テストの導入 

 2021年 1月にセンター試験が大学入学共通テストに衣替えしました。当初議論に上がっていた英

語の 4技能の試験や記述式の導入は見送られましたが，これらはそもそも大規模試験とは相性が悪

く，最初から無理があったと言えるでしょう。では，何が変わったのでしょうか。お題目として唱

えられているのは思考力の重視です。この場合の思考力と対比されるのは，些末な知識の暗記で

す。そして，生物は，かつて高大接続システム改革会議の最終報告などにおいて些末な知識を問う

問題が多いと名指しで改善を求められていました。つまり，大学入学共通テストの導入により，最

も変わることが求められていたのが生物なのです。 

◎生物は暗記科目か 

 生物の入試では些末な知識の暗記が求められるという問題は以前から指摘されており，満点を取

りづらいこともあって，たとえ将来生物学を勉強したいという生徒であっても，受験にあたっては

物理・化学を入試科目として選択する例がよく見られます。しかし，生物学の研究者で，生物が暗

記科目でよいと考える人は少数派でしょう。生物学も科学である以上，実験と考察によって研究を

進める必要があります。その意味で，大学入学共通テストの導入は，生物の入試をより良いものに

変え，暗記科目からの脱却を目指すよい機会と考えられました。とは言え，思考力を問う問題は，

解くのに時間がかかるため，大規模入試との親和性は決して高くありません。実際に，大学入学共

通テストの生物の問題は，思考力を問うものに変わったのでしょうか。 

◎大学入学共通テストの生物の問題 

 この 4年間の生物の問題を見て気づくのは，以前のセンター試験にあったような用語の穴埋め問

題が皆無になったことです。穴埋め問題という形式自体は残っていますが，求められているのは用

語の暗記ではなく，文脈から論理的に導かれる概念や事実を答える形になっています。このこと

は，単純知識の暗記からの脱却として評価する人がいる一方，文脈から答えるのであれば，生物で

はなく，国語の問題なのではないか，と批判する人もいます。他方，国語の問題にしないために思

考力と知識を同時に問う問題を作ると，正答率の極めて低い難問になることがわかっています。い

ずれにしても，些末な知識を問う問題が減ったことは確かでしょう。では，国語の問題にはならな

いように思考力を問う問題を作ることは可能なのでしょうか。 

◎探究的な問題 

 思考力というのは，多くの場合突き詰めれば論理性ですから，文章で問題を出す限り，国語の問

題になります。しかし，実験データの読み取りや，実験結果の解釈であれば，ある程度，科学的な

素養を問うことができそうです。実際に，大学入学共通テストでは，教科書に載っていないような

初見の実験データが示され，その解釈を考える問題や，高校での探究的な活動を題材に，実験の進

め方や，対照実験の取り方を問う問題などが出されています。これらは，厳密にいえば科学的思考

力を問う問題であり，生物に特化したものではない場合が多いのですが，題材が生物実験である場

合，そのような生物実験の経験があれば，考えやすくはなると思いますので，生物的な思考力を問

う問題と考えることは可能でしょう。 

◎学習における探究と入試 

 生物実験の経験といっても，必要なのは特定の実験に関する知識ではなく，いろいろな状況に応

用が利く実験の普遍的な進め方の理解です。つまり高等学校においては，探究的活動こそが重要に

なってきます。探究的活動は，理念としては賛同する人が多い一方，現場では，指導あるいは評価

が難しいという意見を聞きます。内容がどれだけ素晴らしく見えても，適切な評価ができなければ

教育としては成り立ちません。そのような状況において，実は，大学入学共通テストの生物の問題

の一部は，その評価軸の参考になるのではないでしょうか。大学入学共通テストは，その導入の経

緯からして，大学の入学選抜という側面のほかに，高等学校の教育現場への波及効果が重視されて

いました。高等学校での探究活動と「探究的な」入試問題の間に，相互に適切なフィードバックが

働くことにより，教育の改善につなげることができないかを探っていきたいと考えています。 
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「ヒトの生物学」は生物か保健体育か？－病気とクスリのリテラシー教育と専門教育－ 

千葉大学 大学院医学研究院 教授 安西 尚彦  

本年 3 月まで日本生理学会教育委員会委員を務め，その中で委員会として「生物教育における重

要用語」の選定作業に関与したことがきっかけで，日本生物教育学会にも参加するようになり，同

委員会からが推薦あり，今回この場にご登壇させて頂くこととなりました。 

 

◎総合大学における初年次教育の現場から（リテラシー教育） 

 2016 年に現職となり，本学で「普遍教育」と呼ぶ所謂医学部以外の学部生（私の場合は文学部，

園芸学部，薬学部）に対する講義を担当しました。「クスリとからだ」と題する 8コマだけの科目で

すが，COVID-19 パンデミック以降はメディア講義（オンデマンド）となったこともあり，受講者

が年々増加しています。これは病気になった場合に利用される予防薬である「ワクチン」や昨今話

題の健康食品に含まれる「有害物質」などを含めた「クスリ」のからだへの影響に対する関心の高ま

りではないかと考えられます。このことは，高校で「ヒトの生物学」が「保健体育」の中で健康教育

として扱われている現状では不十分であり，「日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現

象について理解させる」ことを目標とする「生物基礎」の中でカラダの仕組みとともに病気やクス

リについて学ぶ必要性を示唆しています。 

 

◎医学部教育の現場から（専門教育） 

 5 年前の「生科連シンポジウム 2019 魅力ある生物教育を考える」でも言及があったようですが，

現職以外にも３つの私立医大に所属した経験を持つ現場の人間として，医学部入学者の約８割は大

学入試の際「物理・化学」を選択しているのは確かです。これは多くが高校での進路指導でその選択

を薦められているためです。この結果，医学教育の現場では，生物学をベースとする生理学・薬理学

といった生体の機能面を担う基礎医学への関心の低下や研究医の減少に影響しています。高校生物

の目標である「生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する」ことなく

医学部に入学し卒業していく現状は，将来の我が国の医療にとって由々しき状況を招来する可能性

が高いと思われます。 

 

◎本講演にて 

 一般市民の教養であり，現状医療系進学者でも高校では最後の専門教育ともなっている「生物基

礎」で学ばれる内容の妥当性，特に「ヒトの生物学」の充実の必要性について，保健体育教育との連

携および高大連携の視点を踏まえてご議論をお願いしたいと思います。 

 

※日本学術会議（特任）連携会員（IUPHAR分科会，毒性分科会），日本医学会用語管理委員，日仏

医学会会長，アジア太平洋薬理学者連盟 APFP会長，日本薬理学会理事，日本生理学会監事，日本

毒性学会理事 
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Ⅴ パネルディスカッション 

「魅力ある生物教育をどう実現するか」 

モデレーター 片山豪 

パネリスト 藤枝秀樹，佐野寛子，田中秀二，園池公毅，安西尚彦 

 

参加者からの質問に対し，最初に藤枝氏から文科省の視学官としての立場から，回答可能な質問

について，回答があった。SNS や Web 上でのデマ等に対するリテラシー教育の必要性についての

質問については、情報 I での情報リテラシーや理科の情報収集探究といった項目でリテラシー教育

がされているという回答があった。大学に進学しない生徒の日常生活や社会との関わりについての

質問に対しては、学習指導要領に探究以外に日常生活の社会との関係を重視することが記載されて

いるとの指摘があった。学習評価で主体的に取り組む態度を評価する必要性については、生徒の主

体的に取り組む態度が評価の観点の１つとなっており、粘り強く学習することと、自己調整能力に

ついて評価が必要であるとの回答があった。なお、新型コロナ感染やパンデミックに際して、ウイ

ルスの扱いが生物に含まれていないことの懸念に対し、貴重な意見として受けとめる旨の回答があ

った。 

日常生活の社会との関係を重視することに関連し、モデレーターの片山氏から探究やコンピテン

シーの重視だけでなく、高校の生物で何を学ぶかのコンテンツの重要性の指摘があり、安西氏から

は、医療についての説明が分かる基礎としてのリテラシーの重要性の指摘があり、生物基礎で人の

生物を強化することが提案された。園池氏からは、リテラシーの重要性の一方、教科の内容が現状

で一杯であり、何かを加えようとすることの物理的な難しさが指摘された。田中氏からは、家庭科

の食品などや保健を生物と統合することが解決になるのではという発言があった。 

佐野氏が紹介されたような探究過程を取り入れた教育が他の学校でもできるのかという質問に

対し、佐野氏から経費はほとんどかからず、顕微鏡など一定の設備があれば可能であるとの説明が

あった。動物実験が可能かという質問に対しては、ISEFなど海外での大会に出す場合には、大学な

どと連携し生命倫理規定をクリアする必要があるとの説明があり、そうでない場合でも動物飼育に

関わる人手や設備の点で困難であるとの指摘があった。 

共通テストの生物の点数が低いことに目標得点が設定されていないことが関係するのかという

質問に対し、園池氏はこの点を否定された。物理がやさしくしようとしているように見受けられる

一方、生物ではやさしくする見極めが難しいとの説明があった。 

高校での生物選択の際に保護者の理解についての質問があり、田中氏からは、その重要性を認識

する一方で、必ずしも保護者に勧めることはしないとの回答があった。 

最後に「魅力ある生物教育をどう実現するのか」という片山氏の問いかけに対して、田中氏から

は「難しいが現場の教員が頑張っていくしかない。」佐野氏からは「魅力ある授業は出来上がってい

るが、高校だけではなく大学の方で生物を学ぶ高校生への（進路の）選択肢を増やしてほしい。」園

池氏からは「生物は面白い。判っていないことが多く研究の対象にするにはよい。どの時期に生物

を学ぶかはそれぞれの生徒が望む方向がよい。」安西氏「先生方の努力を感じた。薬理学には教育コ

ンソーシアムがあり他の大学に広めた。」藤枝氏「理科教育も初等中等教育も子供たちを幸せにする

ためにあり、なぜ理科や生物を学ぶのか、子どもたちや先生が自分なりの考えを持ってずっと追究

する必要がある。」とコメントとがあった。片山氏は，「生物学が魅力あるものになっていくことが

重要である。そのためにも生科連に所属している大学の先生は生物学を魅力あるものにしてくださ

い。生物の教員は，生物が好きでたまらないという姿勢を生徒の前で見せて欲しい。」とまとめた。 
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Ⅵ 速報          https://seikaren.org/news/17436.html 

公開シンポジウム 2024を実施しました（速報） 

 

2024 年 12 月 21 日（土）東京大学弥生キャンパス 弥生講堂・一条ホールにおいて，公開シン

ポジウム 2024を実施しました。シンポジウムのテーマは，魅力ある生物教育をどう実現するか －

高校生物の新しい方向性について－でした。今回のシンポジウムは，「魅力ある生物教育をどう実現

するか」をテーマに，高校生物教育の新しい方向性について議論しました。 

文部科学省の藤枝秀樹氏は，現行学習指導要領の改訂ポイントを説明され，探究的な学びの重要

性を強調されました。 

実践事例として，東京都立小石川中等教育学校の佐野寛子氏が，探究過程を取り入れた授業デザ

インを紹介されました。 

京都府教育委員会の田中秀二氏は，生物選択者を増やすための取り組みを紹介され，魅力ある授

業や課題探究の重要性を述べられました。 

早稲田大学の園池公毅教授は，大学入試改革の影響を分析し，思考力を問う問題の増加や，探究

的な学びの評価方法について議論されました。 

最後に，千葉大学の安西尚彦教授は「ヒトの生物学」の重要性を論じ，生物教育と保健体育教育

との連携を提案されました。 

オンラインを含めて 300名以上の参加があり，このシンポジウムを通じて，生物教育の現状と課

題を共有し，未来の教育の在り方を考えました。 

また，本シンポジウムにおいて，つぶやきフォトコンテストの表彰式が開催され，優秀賞を受賞

した高校生も参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会挨拶                             東原和成（生科連代表） 

  
 

https://seikaren.org/news/17436.html
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本シンポジウムの趣旨説明      片山豪（生科連 生物教育・大学入試問題検討委員会委員長） 

 
 

これからの生物教育の在り方を考えるために             藤枝秀樹（文部科学省） 

 
 

探究過程を取り入れた生物教育の実践事例       佐野寛子（東京都立小石川中等教育学校） 
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魅力ある生物教育は生物選択者を増やせるか            田中秀二（京都府教育委員会） 

 

 

学習における探究の課題と大学入試                  園池公毅（早稲田大学） 

 
 

「ヒトの生物学」は生物か保健体育か？－病気とクスリのリテラシー教育と専門教育－ 

 安西尚彦（千葉大学） 
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パネルディスカッション           デレーター 片山豪，パネリスト  講演者５名 

 

 
 

 

第 6回 高校生 生きものの“つぶやき”フォトコンテスト 

地球生物プロジェクト委員会 委員長：宮下 直 

 

 

審査結果については，下記をごご覧ください。 

https://seikaren.org/news/17408.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開シンポジウム 2024が，科学技術振興機構のサイエンスポータルサイトにレポート記事が掲載

されました。 

「生きるために必要な知識を誰もが身につける生物教育とは」 

https://scienceportal.jst.go.jp/explore/reports/20250109_e01/ 

 

 

https://seikaren.org/news/17408.html
https://scienceportal.jst.go.jp/explore/reports/20250109_e01/
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Ⅶ 生科連について・奥付 
 

生物科学学会連合とは 

生物・生命科学は，発展著しい分野であり，また我々の生活になくてはならない食料・医療・生活

環境にも深く関係している学問分野です。生物科学学会連合「略称 生科連」は，生物科学，生命科

学関係の学協会（34 団体）が協力して，当該分野の研究・教育に関する諸問題，および社会との連

携についての意見を交換し，分野の発展ならびに持続可能な社会の形成に寄与することを目的とし

ています。現在，次の３つの委員会を中心に活動しています。 

１ 生物科学の研究者の置かれている教育・研究環境の改善を目指す「研究費・人材育成委員会」 

２ 高校生の生物離れ，および生物教育内容・入試・用語の問題を検討する「生物教育・大学入試問

題検討委員会」 

３ 地球環境の悪化に伴う生物多様性減少の問題に取り組む「地球生物プロジェクト委員会」 

またこれらの委員会の活動以外にも，生物科学および生命科学に関する様々な教育・研究活動を支

援しております。 

 

加盟学会 

個体群生態学会，染色体学会，染色体学会，日本味と匂学会，日本遺伝学会，日本宇宙生物科学会，

日本解剖学会，日本細胞生物学会，日本時間生物学会，日本実験動物学会，日本植物形態学会，日

本植物生理学会，日本進化学会，日本神経化学会，日本神経科学学会，日本人類学会，日本生化学

会，日本生態学会，日本生物教育学会，日本生理学会，日本組織細胞化学会，日本蛋白質科学会，

日本動物学会，日本農芸化学会，日本バイオインフォマティクス学会，日本微生物生態学会，日本

発生生物学会，日本比較生理生化学会，日本比較内分泌学会，日本分子生物学会，日本分類学会連

合，日本分類学会連合，日本免疫学会，日本薬理学会（五十音順） 

 

生物科学学会連合 HP：https://www.nacos.com/seikaren/ 

 

 

運営委員 

代  表  東原 和成（東京大学） 

副 代 表  後藤由季子（東京大学）， 宮下  直 （東京大学） 

運営委員  小林 武彦（東京大学）， 片山  豪 （高崎健康福祉大学） 

原田 慶恵（大阪大学） 

 

 

研究費・人材育成委員会 

活動方針：生物科学関連分野における研究費・人材育成の問題点は多岐に渡り，その改善のため

に研究者コミュニティからの発信は重要である。本委員会では，各学会からの要望／意見等を

議論して連合に付議し，関係省庁等へ要望書／意見書を提出する等を介してこれらの問題点を

改善することを目的とする。 この活動により，幅広い生物科学関連分野コミュニティからの提

案として要望書／意見書の実効力を高めること，また研究者どうしで問題意識を共有・啓蒙す

ること，を目指す。 

委員長：後藤由季子 

幹事団体：日本細胞生物学会，日本時間生物学会，日本植物生理学会，日本神経化学会，日本神経

科学学会，日本人類学会，日本生物物理学会，日本比較内分泌学会，日本微生物生態学会，日本

分子生物学会，日本薬理学会  

https://www.nacos.com/seikaren/
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地球生物プロジェクト委員会 

活動方針：昨今の生物科学分野は，その細分化により大局に立ったメッセージを出しにくいのが

問題である。生きものの共生体としての地球を守るマインドを育てる活動を行うとともに，人

類の責務や生物多様性の価値，そして SDGsへの貢献といった観点から社会に情報を発信する。

2019年より「高校生 生きものの“つぶやき”フォトコンテスト」を実施している。 

委員長：宮下 直 

幹事団体：個体群生態学会，染色体学会，日本解剖学会，日本実験動物学会，日本進化学会，日本

生化学会，日本生態学会，日本動物学会，日本農芸化学会，日本バイオインフォマティクス学

会，日本発生生物学会，日本分類学会連合 

 

 

生物教育・大学入試問題検討委員会（本シンポジウム主幹） 

活動方針：生物履修者や受験科目選択者の減少という現状は，生物学への理解が十分でないこと

が一因になっていると考えられるため，高校生物の履修者や大学入試の生物選択者の増加を目的に

し，高校生物教育における教材や情報の提供といった内容充実への支援，中高生が生物学の魅力に

触れる機会を設けるなど，生物科学に関する興味・関心・能力ある人材の育成などについて検討を

重ねていく。また，高等学校の生物教育で扱われる用語の多さが，学習上の障害になっているばか

りでなく，大学入学試験等にも深刻な影響を与えている可能性が高い。こうした観点から大学入試

の用語の使われ方に関する調査・分析を行う。また，高等学校の教育課程が変わるのに伴って，学術

会議から示された重要用語集のアップデート版を作成する予定である。 
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委 員  高橋 倫子（日本生理学会・北里大学） 

委 員  菱川 善隆（日本組織細胞化学会・宮崎大学） 

委 員  當舎 武彦（日本蛋白質科学会・兵庫県立大学） 

委 員  永田  崇 （日本比較生理生化学会・東京大学） 

委 員  鍔田 武志（日本免疫学会・日本大学） 
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